
只
U

ト
ノ

′

】

梼

論

叢

第
五

番

啓
一

改

海

南

島

調

査

記

槍

尾

弘

序

虞
未
達
設
盛
魂

崖
賛
美
局

長
宋
赤
寛
が

虞
某
省
政

府
建
設
應
長
宛
に

民

国
二

十
四

年
三

月
二

十
六

旦
附
で

呈

出
せ

る

海
南
島
の

英

遠

道
借

款
計

聖
二
擬
倍
英
庚
過

欺
薙

蔓
崖

琴
島
軽

軌
絨

夢
計

劃
書
)

中
の

目
頭
に

｢

壇
岸

面
ち

梅
南
島
は

楷
固
形
の

玉

島
に

し

て

中
国

最
南
部
の

大
海
申
に

革
宜

し
､

気
候
洩
暖
､

土

地

肥

沃
､

環
海
に

は

監
皿

の

利

雷
ノ

､

内
地

に

は

農
錬
の

産

多
し
+

と

述
べ

て

居
る

如
く
､

嘉
で

刊
行
さ

れ

た

ど
の

本
に

も
｢

琴
南
島

望
工

地

底
く
､

人
口

稀
薄
､

然
も
其
の

土
地

肥

沃

に

し

て

物
産
の

塁
星
る

こ

と

国
内

稀
に

見
る

所

管
ノ

+

(

中

山

大

罵
行
､

竣
崖
各

警
護
況

霊
警
申
)

と

云

ふ

の

が

極

り
文

句

で
､

日

本
で

蟄
行
さ

れ

た

海
南
島
に

閲
す
る

本

葬
皆

之
に

倣
つ

て

同
校
の

尊
ぼ

か

り

泰
盛
日

い

て

居
る
｡

即
ち

海

南
島
は
､

椰
子

雷
ノ

､

護
諜

雷
ノ

､

米

些
二

度
と

れ
､

眞
に

是

帝
海
の

蟹

座
で

挙
る

と
い

ふ

の

が

表
の

号
俸

雲
た
｡

放
て

萱
草
に

占
領
さ

れ

て

か

ら
､

茸
地
に

裁
て

夫

言
寄
門
豪
か

ら
夫

芸
立

場
に

接

斗

可

能
な

範
囲
内

で

調
査
が

行
は

れ

準
が
､

蓉

還
と
い

ふ

文

字

苧
り

ゐ

島
で

挙
る

か

ど

う

か

に

は

疑
問
が

生
じ

た

様
だ
｡

中
に

は

同

島
の

北

の

万

里
寸
ぼ

か

少

見
て
､

農
業
的
に

も
海
南

島
は

駄
目

だ

と
い

ふ

気
の

早
い

人

造
あ

つ

革
が
､

筆
者
は

同

島
の

安
倍
に

慣
れ
､

表
的

ア¢

】
刊

心



柵

魂

強

奪
潜

伏
況
及
び

そ
の

閃

蟄
の

可

能
性
を

茸
地

見
聞
に

よ

つ

て

判
断
し
､

併
せ

て

今

後
の

開
蟄
に

伴
ふ

問
題

を

捉
へ

て
､

之

を

吟
味
せ

ん

と

の

意
固
の

下

に
､

今

夏
(

昭

和

十
四
年
)

七
月
下

旬
よ

カ
八

月

牛
に

か

け
て

海
南
島
へ

出

張

し

た
｡

然
し

茸
地

に

見
た

所
は

全

港

南

島
の

地

域
か

ら

見
る

と

甚
だ

僅
少
で
､

即
ち

北

部
方

面
は
､

港
口
､

壇
山
､

文

昌
､

清
薗
を
､

東
部
方

面
は

蓬
莱
､

黄
竹
､

大

路
､

山

竹
を

経

て

優
に

嘉
穂
を
､

南
部
方

面

は

三

豊
､

稔
林
､

藤
橋
､

新
村
､

陵
水
､

石

門
嶺
､

及
び

崖
願
達
少

を
､

西
部
方

面
は

海
か

ら
北

黎
港
を

眺

め

た
る

も
陸
地
の

状
況
は
一

切

分

ら

ず
､

定
安
､

運
邁
､

邪

大
方

面

は

途
に

出
張
日

数
の

関
係
よ

り

見
る

事
な

く
L
て

経
つ

た
｡

従
て

如

何
な
る

鮎
か

ら

も
海
南
島
の

慣
値
判

断
を

す
る

に

は

見

聞
狭
く
､

侍
そ
の

上
に

璃
畢

英
才
の

筆
者
と

し
て

は

其
の

資
格
を

放
い

て

居
る

澤

で

あ

る

が
､

集
め

た

資
料
と
､

乏

し
い

見
開
と

を

綜
合
し
て
､

一

つ

の

貧
し
い

調
査
記
を

も
の

し

て

み

た
｡

以
下
が

其
の

調
査
記
で

あ

る
｡

一

線

論

蒐
づ

海
南
島
の

地

理

的
な

特
徴
か

ら

述
べ

る

な

ら

ば
､

州

H

甫
支

部
海
の

一

大
孤
島
で

熱
帯
に

任
し
､

拘

モ

ン

ス

ー

ン

の

定
期
的

襲
来
地

域
に

在
る

が
､

何

北

部

二
苛

は

水

利
の

便
意

き

薦
め

樹

木
の

少
な

い

贋
大
な

大

草
原

叢
林

背
で

土

地

は

波
状
形

丘

陵
を

な
し

て

割
合
に

高
く
､

地

味

は
一

般
に

痩
せ

て

居
る

が

中

央
よ

り

稽
甫
寄
カ
の

大
五

指

山
を

中
心

に

四

方
に

走
る

顔
か

な

山

脈
及

び

丘

陵
の

蟄
達
せ

る

所
に

は

河

川
の

流
域
に

地

味
も
相

雷
に

肥

沃

な

研
が

多
い
｡

7 7

仲

然
し

河
川

は

此

硬
的

大
き
い

が

其
の

殆

ん

ど

詭
て

が

河
口

に

近

く
な
る

程
沙
泥
堆
積
し

て

水

深
湧
く
､

僅
か

に

机

粒
を

用
ひ

て

往

海

南

島

調

査

記

ク7



D

O7

】

橋

論

叢

欝
五

電

界
一

統

来
し

得
る

程
度
で

水

運

状
態
は

極
め
て

悪

く
､

何

道
路
に

は

多
少

見
る
べ

き

も
の

も
あ

る

が

鋳
造
は
一

本
も
無
い
｡

そ
し

て

海
岸
線
は

割
合
に

単
調
で

良
港
に

乏

し
い
｡

共
産
に

二

百

寓
人

の

概
し
て

文
他
の

低
い

人

間
が

住
ん

で

居
て
､

そ

れ

ら

の

人
々

が

海
南
島
と

稀
す

る

交
通
此

戟
的
不

便
な

約
三

萬
五

千

平
方
粁
の

特
有
な

場
所
に

農
を

主
と

し
て

生

括
を

展
開
し
て

居
る

が
､

一

平
方

粁

首
り

密
度
五

十
七

人

と
い

ふ

割
合
佗

飴
裕
の

あ

る

土

地
と

割
合
に

稀
薄
な

人
口

と

を

有
す

る

も
､

鳥
居
の

経
済
は

極
め

て

貧
困
で

あ

る
｡

そ

れ
は

云

ふ

進

も
な

く
宜
俸
程
に

海
南
島
が

凄
ま

れ
て

居
な
い

事
に

も
よ

る

が
､

よ

り

根
本
的
な

鮎
は

島
民
の

自
然
利
用
に

封
す
る

知

識
の

貧
困
で

あ

カ
1

.

唯
徒
ら
に

自
然
よ

り

収

奪
す
る

事
の

み
し

か

知

ら
な

い

専
賓
に

基
づ

く
の

で

あ

る
｡

扱
て

そ

こ

で
､

第
一

撃
岡

島
に

産
す

る

或
生

産

物
の

産
額
が
､

廉
く
世

界
の

全

生

産
病
中
重
要

な

地

位
を

占
む

る

も
の
一

つ

で

も
あ

カ

や

否

や
と

云

ふ

事
に

な

る

と
､

是
は
一

つ

も
無
い
｡

第
二

然
ら

ば

海
南
島
の

島
だ

け
に

限
つ

て

何
が

最
も
多
く
生

産
さ

れ
､

且
つ

そ
の

量
に

於
て

最
も

優
れ
て

居
る

か
｡

此
の

問
題
に

な

る

と

そ

れ

は

米
で

あ

カ
､

次
が

甘

藷
で

あ

る
｡

序
で

に

海
南
島
に

現
在
生

産
さ

れ
て

居
る

主

な
る

生

産
物
む

列

挙
し

て

み

る

と
､

米
､

甘

蔚
､

薯
顛
､

豆

類
､

相
子
､

接
椰
､

西
瓜

の

種
(

食
用
)

､

バ

ナ

､

､

虜

類
､

護
譲
､

マ

ン

ゴ

ー
､

パ

イ

ナ
タ

ブ

ル
､

水

牛
､

黄
牛
､

豚
､

家
鴨
､

昏
､

牛
皮
､

天

窓
耕
､

魚
類
､

塵
､

錫
等
(

鼓
､

抜

上
の

産

物

を

見
て

も

分
る

邁
p

主
と

し

て

食
擬
用

品
で

あ
る
｡

島

民
の

被

取
用

品

た

る

綿

製

品
､

新

燈

用

其
の

他

の

燃
料
に

用
ふ

る

石

曲
数
等

は

絶
て

島

外
か

ら

故
移

入

す
る

の

で

あ
り

島

内
に

は

全

く

産
し

な

い
｡

)

破

船

樅

7 さ



97

加

斗

叫

甘

あ

る

が
､

何
れ

も

量
が

少

な

く
､

到

底
封
世

界
生

産
は

勿
論
だ

が
､

･
東
亜
の

生

産
に

於
て

さ
へ

餞
り

に

貧
窮

窒
息

で

ど

れ
一

つ

海
南
島

を

特
徴
付
け
る

産
物
は

無
い
｡

米
の

如
き

は

島
民
の

最
重
要

な

食

糧
品
で

あ

ゎ

な
が

ら
､

現
在
の

所
島
内

自
給
自
足
さ

へ

出
来
な
い
｡

唯

天

窓
耕
の

生

産
は

世

界
最
大
で
､

世

界
の

供
給

空
手
に

引
受

け
て

居
る

有
様
だ

が
､

之
は

其
の

産
額
が
､

米
､

ノ
甘

庶
に

比

す

れ

ぼ
､

問

題
に

な

ら

な
い

し
､

ま

さ

か

港
南
島
を

以
て

天

窓
耕
で

財
政
を

建
て

る

な
ど

三
吉

ふ

澤
に

も
行
く
ま
い
｡

だ

が

以
上
の

祝
察
は
､

海
南
島
が

非
常
に

粗
野
な

自
然
状
態
の

色
彩
濃
厚
な
こ

と

を

示

す
の

で

あ
つ

て
､

脾
兼
も
亦
然
カ
と

し

て

悲
観

詮
を

立
七

る

材
料
に

は

決
し
て

な

ら

な
い

の

で

あ

る
｡

然
ら

ば

我
々

は
､

港
南
島
に

封
し

産
菓
的
に

何
を

期
待
す
べ

き
か
｡

あ

ら

ゆ
る

生

産
物
は

皆
自
然
と

人

間
と
の

交
互

作
用
の

結
果
で

あ

る
q

だ

か

ら

し

て

免
づ

海
南
島
と
い

ふ

島
に

輿
へ

ら

れ

た

自
然
的
諸

促
件
は
､

海
南
島
生
産
物
教
生

の

第
一

條
件
で

あ

る
｡

然
し

我
々

の

文
化

即
ち
生

活
状

態
の

進

歩
と

云

ふ

事
が
､

其
の

産
業
的
側
面

に

於

て

は
､

一

に

人

間
の

自
然
に

封
す
る

支
配
の

蟄
展
に

あ

る

の

だ

か

ら
､

白
然
的
諸
條
件
だ

け
で

は
､

人

間
の

産
巣
を

手

段
と

す
る

経
済
生

活
に

何
等
の

開
聯
を

持
つ

に

至

ら

な
い
｡

人

間
が

自
然
へ

向
つ

て

働
き

か

け
て
､

其
の

自
然
の

中
か

ら

色
々

な

物
を

引
出
さ

ん

と

努
力

し
て

こ

そ
､

始
め
て

色
々

な

生
産
物
が

生

れ
､

我
々

の

経

済
文
他
の

進
歩

が

あ

る
｡

け
れ

ど

も
然
し
､

生

産
物
の

豊
富
な

る

作
出
に

は

そ

れ

を

扱
け
る

科
畢
的
知
識
､

技

術
､

資
本
､

豊

富
低

廉
且
つ

良
質
な

る

労

働
力
等
あ

ら

ゆ
る

條
件

が

具
は

ら

ね

ぼ

な
ら

な
い
｡

即
ち

自
然
的

健
件
に

加
ふ

る

に

人

間
的
(

社
食
的
)

條
件
が

相

伴
つ

て
､

此
の

双

方

の
′
問
に

有
機
的
な

相
互

作
用
的

調
和
が

行
は

れ

ね

ぼ
な

ら

な
い

の

で

あ

る
｡

故
に

海
南
島
か

ら

石

油
を

獲
得
せ

ん

と

欲

し
て

も
､

若
し

之

が

埋

蔵
さ

れ
て

居
な
い

と

な

れ

ぼ

即
ち

自
然
的

條
件
に

於
て

鉄

如
し

て

居
る

場

合
に

は

(

之
は

茸
際
に

調
査
の

済
む

迄

は

断
定
的
に

云
へ

な

望
量
で

あ

る

が

仮
に

斯
う
い

ぶ

事
に

定
め
て

置
け
ぼ
)

､

海
南
島
か

ら

は

石

油
の

生

産
が

望
め

な
い
｡

反

封
に

い

く
ら

石

油
が

あ
つ

て

海

南

島

調

査

記
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ハ
リS

一

橋

諭

澤

第
五

番

第
一

渡

も
人

間
が

獲
得

せ

ん

と

す

る

努
力

を

し

な
か

つ

た

ら

石

油
は

全

く
生

産
さ

れ

な
い
｡

故
に

我
々

は

海
南

島
の

自
然
的
側
面
の

調
査
研

究
を

先

づ

進
め
､

之
に

基
づ

い

た

自
然
の

中
か

ら
の

生

産
物
の

引
出
を

組
織
的
に

計
劃
的
に

行
ひ

始
め

て

こ

そ
､

其
虞
に

農
業
と

か
､

鎖
菜
と

か
､

商
業
と

か
､

エ

菜
と
か

ゞ

蟄
展
し

得
る

の

で

あ

る

と

云
へ

る
｡

だ

が

前
述
の

速

戦

た
と
へ

自
然
的
諸
侯
件

は

よ

く
て

も
､

働
き
か

け
る

人

間
が

低
級
で

は

到

底
文

明

人
と

同
じ

様
な

経
済
的
成
果
は

馨
ら

な
い

か

ら
､

今

度
は

人

間
的
側
面

即
ち

敢
禽
的

諸
條
件
の

調
査
研

究
を

も
行

年
沿

ぼ

な

ら

な

く
な
る
｡

そ

れ

故
に

洛
南
島
を

眞
に

貸
席
と

な

す

も
の

は
､

其
の

基

礎
が

海
南
島
の

自
然
的
促
件
の

中
に

兜
づ

求
め

ら

れ

ね

ぼ

な

ら
ぬ

が
､

そ

れ
と

共
に

高
い

料
率
的
､

技

術
的
､

文

章
本
的
億
件
を

有
す
る

様
な

文

化
水

準
の

高
い

人

間
が

働
き
か

け

る

事
を

要
す

る
｡

従
て

新
海
南
島
の

建
設
に

は
､

日

本
人

を

中

心
に

し
て

同
島
の

全

住
民
が

強
力

な

る

精
神
的
基

礎
の

上
に
､

よ

く
協
力

し
て
､

物
質
的
基
礎
を

築
く
薦
め

に

生

産
の

途
へ

励
ん

で

貰
は

ね

ば

な

ら
ぬ

の

で

あ
る
｡

以
上
の

如
き

額
難
か

ら

海

南
島
の

調
査
記

を

行
ふ

の

で

あ

る

が
､

此

鹿
に

は

筆
者
の

資
料

蒐
集
及

び

研

究
の

不

充

分

と

云

ふ

鮎
も
あ

る

が
､

主
と
L

て

輿
へ

ら

れ
た

紙
数
制
限
の

閲
係
に

俵

戦

歴
臍
地

理
的
立

場
か

ら

自
然
的
側
面
の

み
の

概
略
を

記

す
る

に

止
め

る
｡

〓

気

候
-

-
地

理

的

位
置

海
南
島
の

地

理

的

位
置
等
に

裁
て

は
､

筆
者
が

こ

ゝ

に

詳
し

く
述
べ

ず
と

も
､

車
末
に

附
し

た

参
考
書
類
に

い

と

詳
細
に

書
い

て

あ

る

か

ら

之

は

略
す
る
｡

聴
こ

1

に

筆
者
の

述
べ

度
い

事
は
､

其
の

地

理

的
位
置
の

故
に

有
す
る

気
候
の

特
徴
的
型
で

あ

る
｡

之
も

簡
畢
に

云

ふ

と
､

海
南
島
は

熱
帯
の
､

夏
は

西
南
季

節
風
帯
､

冬
は

東
北

季
節
風
帝
の

支
配

す

る

圏
内

に

在
つ

て
､

所
謂
亜

細
亜

的

気
候
の

特
徴
た

る
キ

ン

ス

ー

ナ

ル

･

ラ

ン

ド

(

ぎ
n

筈
邑
】

呂
e

に

屈
す

る
｡

そ

し
て

英
領

馬
衆
通
力
の

赤
道
無

風
帯

(

北

緯
五

度
と

南
緯
五

度
と

水

鉛

′
軒
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加
‥

瀬

叫

の

間
)

の

純
熱
帯
と

は
､

熱
量
､

雨
量
(

特
に

そ
の

分
布
釈

聾
､

風
等
に

於
て

か

な

カ

相

違
し

た

鮎
が

あ

斗

之

は

純
熱
帯
作
物
栽
培

上

に

於
て

赤
道
無
風
帯
程
の

好
條
件
が

得
ら

れ

な
い

と

云

ふ

事
に

な
つ

て

居
る
｡

一

例
を

拳
げ

れ

ぼ
､

海
南
島
の

護
講
栽
培
は

既
に

そ
の

自

然
的
地

理

促
件
に

於
て

英
領

馬
来
年

島
の

三

分
の
一

(

無
論
之

は

極
く
大
ざ
つ

ば

堅

言
方
だ

が
)

の

不

利
な
ハ

ン

デ
ィ

キ

ャ

ッ

プ

が

あ

る

と

云

ふ

事
は

云
へ

る

の

で

あ

る
｡

其
の

例
語
と

し
て

雨

着
の

雨

量
分

布
を

見
る

と

次
の

如
く
な
つ

て

居
る
｡

海

南

島
の

汲

匿

及

両

立

(

港
口
)

帥

E O

和

肝

豊
莞

0

0

英

領
馬

衆
の

温

匿
及

雨

量

(

ベ

ラ

州
)

9 0

紬

Ⅳ

革
質
革
氏

○

ー = 三 田 五 六 七 八 九 十 十 十

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

雨 量 は 19 3 2 年産,i監定 は 1 9 3 4 年 床

盲

+

i

ー ニ 三 田 五 六 七 八 九 十 十 十

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

B e r 野 m a r k : E c o n o m i o G e o g r a p b y o王

A s 払 . p . 2 7 8 よ p

l各

0 ,

訂

0 ,

5 ,

同
量
吋

り
】

l

l

米
､

甘

真

型

(

冬
に

乾
燥
期
の

あ
る

鮎

に

注
意
)

海

南

島

調

査

記

α

訂

び

訂

商
畳
吋

2

1

1

護
漠
栽
培

に

最
速
塑
(

鑑

定
及

雨

量
が

著
し

く
平

均

し
て

居
る

薪
に

注

意
)
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Lリ
一

D

O

一

橋

論

叢

第
五

巻

第
一

汝

研
で

海
南
島
に

は

雨

量
統
計
､

気
組
溌
計
に

就
き

港
口

以

外
に

は

頼
り
に

な

る

も
の

が
､

多
分

無
い

の

だ

ら

う

と

は

息
ふ

が
､

蟄
表

せ

ら
れ

て

居
な
い

か

ら
､

北

だ

け
の

統
計
を

見
て

南
の
こ

東
方

面

及

び

東
の

嘉
積
､

西
の

邪

大
方

両

道

同
じ

と

見
る

は

危
険
で

あ

カ
､

右
に

述
べ

た

事
は

貸
地

に

基

礎
調
査
の

済
む

迄
は

分

ら
ぬ

で

は

な

い

か

と

云

ふ

論
も

あ

る

だ

ら

う

が
､

海
南
島
の

占
む

る

地

理

的

位
置
と

其
の

地

形

と
か

ら

す

る

判
断
で

は
､

海
南
島
は

南
程
モ

ン

ス

ー

ン

型

が

北

よ

り

も

顛
着
で

な

け
れ

ぼ

な

ら
ぬ

筈
で

あ

る
｡

即
ち

亜

細
亜
の

モ

ン

ス

ー

ン

型
で

あ

る

六
､

七
､

八
､

九

月

即
ち

夏
に

雨

量
が

最
も
多
く
て
､

十
二
､

｢

二

月

即
ち

冬
に

は

岡
が

飴
り

降
ら

な

い

と

云

ふ

事

に

な

る

筈
で

あ

る

が
､

之
は

中
山

大
畢
刊
行
の

｢

竣

崖
各
願
農
業

概
況

調
査
報
昔
+

の

気
候
の

所
に

も

明

瞭
に

其
の

事
賓
が

遊
べ

て

あ

り
､

｢

猶
､

本
島
の

南
部
地

方
で

は
､

毎

年
十

∵
月

以

後
､

翌

年
の

三

月

以
前
の

期
間
に

は
､

極
め
て

雨

量
に

乏

し

く
､

往
々

に

し
て
一

滴
も

降
雨

す
る

事
が

な

い

や
う
で

あ

る
｡

+

(

陳
新
座

氏

澤
)

と

明

記
し

て

あ

る
｡

従
て

雨

に

よ

つ

て

生

豊
吉
り

て

居
る

海
南

島
の

人

間
は

斯
る

気
候
的
要

素
の

中
に

港
南
島
の
､

磨
く
云
へ

ぼ
亜

細
亜

型

或
は

｢

太

平

洋

警
(

相
原
八

郎
民
｢

熱
帯
の

餞
験
上

よ

り

見
た

る

港
南
島
+

甫

華
(

昭

和

十
四
年
八

月

既
参

照
)

と

稀
さ

れ

る

気
候
的
要

素
の

中
に
､

農
発
生

産
の

基

本
性
を

見
出
さ

ね

ぽ

な

ら

ぬ

の

で

あ
つ

て
､

夏
の

損
潤
期
と

冬
の

乾
燥
胡
と

が

周
期
的
に

攣
換
す

る

中
に

港
南
島
の

農
業
は

生

産
の

内

容
と

サ

ズ

ム

と

を

持
つ

て

居
る

事
､

印

度
洋
､

太

平

洋
を
め

卓
る

亜

細
亜

の

南
部

及
び

東
部
地

域
諸
国
と
一

般
で

警
句
｡

固
よ

り
亜

細
亜

の

各
地

域
が

気
候
的

に

夫
々

様
子

を

異
に

す
る

如
く
に
､

同

じ

梅
南

島
で

も
､

各
地

域
の

地

理

的

條
件

に

よ

つ

て

か

な

り

気
候
が

相

違
し
て

居

久

山

賑
､

平

野
､

哲
芹
､

風
､

水
､

地

質
等
々

の

僚
件
に

よ

つ

て

各
地

域
の

生

産
物
に

も
夫
々

特

徴
が

見
ら

れ

る

が
､

金

曜
と

し

て

見
た

時
は
､

海

南
島
に

生

産
力
の

汝

泉
を

輿
ふ

る

も
の

が

や
は

カ

｢

太

平

洋
型
+

モ

ン

ス

ー
ン

の

斎
ら

す

雨
で

あ

る

事
を

認
め

な
い

詳
に

は

行
か

な
い
｡

従
て

其
の

雨

に

最
も
多
く
任

有
性
を

持
つ

者
熟
韻
潤
鞄
の

特
産

物
た

る

米
が
､

港
南
島
に

於
て

も
俵

帆

船

仰
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組

で

-
叩

貞■

然

竺
の

重
要

生
産

物
で

あ
る

事
に

は

何
等
不

思

議
と

す

る

雷
な
い
q

然
し

そ
の

雨

も
度
が

過

ぎ

る

と

河

川
の

氾

濫
と

督
ノ

､

却
て

生

産
の

破

撃
と

写
る

菅
H

奉
及
び

嘉
大
陸
に

苦
る

と

同

株
､

海
南
島
に

於
て

も
此
の

鮮
少
し

も

攣
ら
な
い
｡

だ

か

ら
､

昔
か

ら

｢

黄
河

を

治
む

る

者
は

天

富
治

む
+

と

云

重
言

美

智
ノ

､

東
洋
で

は

水
の

支

配

と
い

ふ

事
が

死

活
的
重
要
性
を

有
す
る

問
題
と

彗
て

居
る

が
､

海
南
島
も

同
じ

事
で
､

究
づ

水

利

問

司

郎
ち

河

川
の

調
節
と

い

ふ

事
が

農
業
上

か

ら

は

決
定
的
に

畢
要

問
題

と

写
る

所
以
で

挙
る
｡

一

≡

水

利

扱
て

水

利
施

設
の

問
題
だ

が
､

此
の

琴
海

南
島
に

は

殆
ん

ど

見
る

べ

き

も
の

が

な
い
｡

筆
者
の

調

栗
東
中
に

埠
未

琴
敵

地

だ

つ

た

寓

寧

琴
下
は

水

利
最
も

進
歩
し
て

居

る

と
の

事
だ

が
､

之
は

途
に

見
る

こ

と

が

出

爽
琴
か

つ

冤

然
し

前
記
中
山

歪
の

｢

調
査

琴
昔
+

に

よ

る

と
､

｢

慧
単

願
下
で

は

河

川
が
､

比

較
的

多
く

貫
流
す

る

ぼ
か

カ
で

な

く
､

兜

年
或
地

方

民
が

蓬
河
を

掘
整
し
､

附
近

の

河
水
を

引
入

れ
て
､

荒
し

誓
と

が

あ
■
る

が
､

其
の

後
地

方
の

有
力

者
が
､

･
重

撃
之

姦
決
し

た
か

ら
､

そ
の

潅
漑
水

雷
､

愈

孟
冨
と

菅
ノ

､

叉

排
水

歪
も

段

蒜
善
さ

れ
て

禿
た

や

う
で

挙
る
｡

+

と

暫
ノ

､

叉

賓
際
に

最
近

同

願
下
に

入
つ

た

人
の

琴
昔
に

依

る

も
､

地

味
肥

沃
で
､

筆
者
が

賓
地
･
に

見
て

か

菅
ノ

い

1

と

息
つ

た

陵

埜
丁

野

彗
は

之
に

比
べ

る

と

問
題
で

な
い

と

あ

る

か

ら

飴
軽
い

ゝ

に

相

慧
い
｡

其
の
･

他
井
戸
水
に

よ

る

濃
､

河
水

を

龍

骨

単
に

よ

り

汲

上

げ

る

叢
等
も
あ

る

が
､

皐
等
は

海

南
島
全

饅
か

ら

見
て

極
く
小
部
分
の

地

域
に

喜
久

見
た

だ

け
の

範
囲
内
か

ら
云

ふ

と
､

海
南
島
の

大
部

霊
水

利
権
設
も

何
も
無
い

薦
め

に

天

雨

を

待
つ

て

農
業
を

管
ん
で

居
る

欺
態
の

研
が

普
通
で

挙
る
｡

そ

し
て

以
前
か

ら
樹

書
焼
却
し

或
は

濫

革
し

た

結
果
､

現

在
の

所
南
部
の

比

密
約

高
い

山

以
外
に

は

殆
ん

ど

水

源

滴

養
林
が

無
く
､

そ

し
て

河

水
の

位
置
は

非
常
に

低
く
､

然
も

河

面

は

仲
々

虞
い

と

来
て

居
る

か

ら
､

壷
雨

が

降
り

綬
く
と

洪

海

南

島
･
調

査

記
･

8 3



4
U

O

一

橋

論

叢

第
五

番

第
一

洪

水

と

な

り

沿
岸
を

荒
し
､

乾

期
と

な

れ

ば

水

量
急
激
に

減
少

す
る

有
様
だ

か

ら
､

此
の

水

利

事
案
と

云

ふ

事
は

非
常
に

金
の

か

ゝ

る

又

骨

の

折
れ

る

仕

事
で

あ

る

と

恩
へ

る
｡

然
L
そ

れ
だ

け
に
､

之
に

成

功
す

る

や

否

や

が

港
南
島
田
蟄
に

成
功
す
る

や
否

や
の

牛
を

決
す

る

も

の

と

息
ふ
の

で

あ

る
｡

全

般
的
に

云
つ

て

各
河

川
の

奥
の

方

は
､

特
に

甫
の

陵
水

渓
及

び

東
の

嘉
積
渓
流
域
地

方
な

ど

は

樹
木
よ

く

茂

久

地

味
も
相
雷
に

肥

沃
な

梗
で

あ

る

が
､

河
口

に

近

く
な
る

程
ど
の

河
川

も
洪
水

氾

濫
に

要

せ

ら

れ

る

有
様
で

あ

る
｡

斯
う
云

ふ

鮎
か

ら

見
る

と
､

海
南
島
は

全

く
漢
人
､

黎
人
に

荒
さ

れ

た

荒
涼
た
る

粗
雑
な

白

璽
姦
を
呈

し
て

居
る

所
で

あ

る

と

云
へ

る
｡

そ

れ

故
に

之
を

修
復
し

て

経
済
麹
設

を

行
は

ね
ぽ

な

ら

ぬ

人
々

の

努
力
は

並

大
抵
で

な
い

と

思

ふ

が
､

手
の

着
け
易
い

斯
か

ら

徐
々

に

始
め

て

行
け

望
ン

ス

ー

シ

型

気
候
の

特
産
物
た

る

米
の

生

産
は

其
の

自
然
條
件
が

活
し

て

居
る

事
よ

り

み

て
､

忽
ち

に

本
島
の

需
要
を

発

し
て

真
に

飴
剰
を

廣
某
省
本
土
へ

放

出
す

る

位
の

事
は

さ

し

て

難
事
と

も

思
へ

な
い
｡

四

土

地

～
地

質

海
南
島
の

地

味
は
､

日

本
内

地
､

基

澤

管
見
慣
れ

窄
者
に

は

恐
し

く
悪

く
見
え

る
｡

殊

牢
北

部

壷
の

哲
拝

に

沿
ふ

虞
大
な

赤
色
砂

質
の

革

も
ろ

く

牢
伸
び

な
い

痩
せ

切
つ

た

土
地

は
､

ど

う

見
て

も
肥

沃

き
と

は

凡

そ

縁
遠
い
｡

だ

か

ら

し
て

北

部

慧
り

を

見
て

海

南
島

へ

出
張
し

準
と

稲
す

る

人
の

辟
朝
報
告

吏
聞

く
と
､

海
南
島
は

農
業
的
に

も
駄
目

軍
と

云

ふ

人

ぼ
か

臭
が
､

之
は

少

し

早
合
射
し

過

ぎ

て

居
る
｡

海
南
島
の

農
葉
上
か

ら

見
た
地

質
的

債
値
は

北

方
海
岸
附
近
に

無

く
て

奥
地

及
び
､

中
部
､

南
部
の

河

川

哲
芹

附
近
に

あ

る
｡

筆
者
の

見
た

南
部
方

面
､

三
重
､

稔
林
､

庵
原
､

藤
椿
､

陵
水
､

石

門
嶺
､

特
紅

陵
水
よ

カ

慧
単

に

向
ふ

山

地

速
力

は

植
物
よ

く
繁
茂
L
､

8 4
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叶

､

ホ

ミ

l

そ
の

樹
相
も
か

な

カ
立

派
で

あ

る
｡

そ

れ

か

ら

夢
積
附

近
も

相

常
に

い

㌔

書
目

か

ら

嘉
穂
に

至

る

途
中
の

山

野
に

も
部
分
的
に

監
な

り

立

雲
水
田

や

畑
が

所

昆
見
ら

れ

寛

之

か

ら

判

警
ノ

る

と
､

琴
南

島
は

開
拓
可

能
な

土

地

が

津
山

あ

る

に

も
拘
ら

ず
､

そ

れ

が

全

く
未
開
拓
の

誉
で

韓
さ

れ
て

居
る

と

云
へ

る
｡

そ

し
て

自
ら

農
業
国
で

雷
ノ

乍
ら

毎
年

多
量
の

米

を
輸

入

し
て

屠
る
せ

冨
ど

曝
前

項
の

水

利
不

便
.
と
い

ふ

事
と

共
に

壁
腎
の

粗
放

讐
物
語
る

も
の

で

挙
る
｡

芸
是
等
の

蔓
は

何
れ

も
そ

の

根
因
が

海

南
島
の

持
つ

社
食
的

方
面

に

存
す

る

の

で

あ

る
8

聖
ノ

そ
の

竺
は

土

匪
の

跳

梁
で

あ
つ

て
､

是
が

交
通
の

牽
蓮

を

阻
害
す
る

の

み

な
ら

ず
､

有
望
な

る

荒
蕪

他

の

開
墾
も

不
可

能
に

し
､

更
に

農
民
を

し
て

耕
地

を

放
棄

し
て

逃

亡

す

る

著
さ

へ

生

ず
る

に

至

ら

し

め

る
｡

第
二

は

官
吏
の

搾
取
で

あ

つ

て
､

嘉
の

官
吏
は

既
に

其
の

官
を

得
る

時
に

頁

額
の

運
動

警
投

じ
て

居
る

薦
め
に
､

-

度
官
に

就
く
と

頻

す
に

人

民
か

ら

搾
取
す

る
｡

官
に

就
て

も
何
等
身
分

上
の

保
障
な

き

上

に

兎

角
そ
の

地

位
動
路
し

勝
ち

な

厨
へ

､

-

族
郎

眞
は

挙
つ

て

寄
食
す

る

か

ら
し

て

そ

の

搾

軋
万

は

並

大
抵
で

な
い
q

そ

れ

が

海
南
島
と

な

る

と

官
吏
の

質
は

備
吏

ぞ
な
い
｡

斯
様
に

治

安
悪

く
､

為
政

者
亦

好
機
逸

す
可

ら

ず

と

し
て

貪
慾
を

迄

ふ

す

る

所
に

産
菓
の

蟄
展
も
何
も

起
り

得
や

う

筈
は

な
い

が
､

是
等
は

同

島
の

習
H

改

植
の

基

礎
が

固
ま

る

と

共
に

次

第
に

改

善
せ

ら

れ

る

で

あ

ら

う
か

ら
､

此

虔
に

は

海
南
島
中
比

較
的

肥

沃
な

所
の

み

を

拾

申
上
げ

て

列

警
ノ

れ

ぼ

大
醍
次
の

様
な

所
で

あ

る
｡

嘉
穂
渓
流

域

陸
水

渓
流
域

藤
橋
渓
流
域

寧
源

水

流

域
(

特
二

段
願
デ
ル

タ

地

帯
)

海

南

島

調

査

記

名5



粥

一

橋

論

華

第
五

番

第
一

流

南
渡
江

上

中
流
々

域

此
の

砦
望

嘉
菊
地
の

詳

碧
調
査

琶
山

室
｢

望
姦
彙
概
況

調
査

讐
+

に

出
て

居
る

が
､

遠
雷
府
外

莞
編
｢

南

支

南
洋
+

昭

和

十
四

年
十
月

故
に

陳
新
座

氏
の

詳
が

あ

る
｡

地

質
､

地

勢
に

閲
す
る

詳
細

嘉
査
は

票
の

参
考

書
雪
と
い

く
ら
で

も

望
警
か

ら

筆
者
は

之

を

省
略
さ

し
て

貰
ふ
｡

五

諸

費

海

港

南
島
の

有
す

る

自
然
的

男
物
は
､

雷
鳥
の

蟄
展

墓
大

志
約
を

輿
へ

る
｡

成
程

雷
鳥
に

放
く
る

も
の
､

例
へ

ぼ
､

石

茨
､

石

油
の

警
墜
父

適

量
讐
し

て

基

禦
ら

戎

詰
洋
か

ら

慧
苺
に

よ

つ

て

或
程
度
之
を

減
じ

得
る
｡

然
し

乍
ら

海

南
島

誓
う
云

ふ

物
が

有
る

か

無
い

か

と
い

ふ

専

自
身
が

既
に

雷
鳥
の

経
済
蟄
展
の

方

向
と

可

能
力
と

晶
る
}

つ

の

梗
準
に

誉
の

で

雪
て
､

此

の

警
晶
密

至
芸
調
査
と

云

毒
は

極
め
て

重
要

喜
警
持
つ

事
と

誉
の

で

雪
が
､

之
が

達
成
に

簑
窟
首
な

年
月
と

努
力
と

を

必

要
と

す

る
｡

そ
こ

で

慧
知
ら

れ
て

居
る

事
､

そ

れ

豊
と

し

て

文

警
陶

芸
寄
と
､

貸
地

農
産
か

ぼ
か

£
判
断

と

を

基

礎
に

し
て

資
瀕

状
況

を

述
べ

て

み

る

な

ら
ば
､

(

イ
)

農
産
資
顕

雷
鳥
は

｢

米
+

型
の

気
候

姦
つ

所
で

窒
｡

讐
米
の

生

産
が

第

這
置
か

れ

ね
ぽ

警
な

芸
は

云

ふ

迄

も

監
ら

う
｡

唯
現

在
の

所
で

は
､

雷
鳥
の

持
つ

芳
し

か

ら

ざ

る

誓
機
構
の

故
に

米
の

生

産
が

不

足
し

て

居
る

が
､

我

蒜
人
の

指
導
宜
し

き

を

待
ぼ

之

名
産
し
､

本
島
産
業
の

太

宗
と

章
票
何
で

も

な
い

と

望
｡

筆
者
が

豊
中

に

見

霞
岳
の

米
の

栽
培
妖
況

簑
に

警
で
､

八
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滞

一

斗

月

と
い
■
ふ

の

に

田

を

耕
し
て

居
る

者
あ

斗

植
付
け
を

し

て

居

る

者
あ

り
､

既
に

茸
の

つ

て

居
る

米
も
あ

つ

た
が

穂

望
県

直
ぐ
に

堅
止

し

て

頭
を

垂
れ

る

事
な

く
､

そ

れ
に

ち

よ

ぼ

く
と

賓
が

発
つ

か

成
つ

て

居
る

と
い

ふ

有
様
で
､

到

管
H

木
内

地

や

轟
き
の

米

作
状
況

と

比

較
す
べ

く
も
な

か

つ

た
｡

次
は

恐

ら

く

嘉
で

あ

ら

う
｡

之
は

基

準
と

衝
突
す

る

か

ら

姦
通

し
て

居
る

南
部
の

壁
願
､

藤
橋
､

陵
水
､

萬
寧
と
い

つ

た

方
面
に

於
て

曝
作
ら

せ

ぬ

だ

ら

う

と

云

ふ

誼

空
間

い

準
が
､

然
し

筆
者
は

適
地

適

作

義
で

之
も
大
い

に

増
産
を

国

斗

大
陸
へ

ど

し

ど

し

移
出

し

牢
万

が

産
業
上

か

ら

も
有

利
と

息

ふ
｡

現
在
で

も
砂

糖
は

本
島
農
民
の

重
要

な

産
業
の
一

つ

で

雷
ノ

､

本
島
最
大
移

管
悶

の
一

つ

で

あ

り
､

南
部
地

方
に

は

殊

に

多
く
生

産
さ

れ
る
｡

然
し

住
民
の

科
挙
的
知

識
映
乏

と
､

機
械
設
備
の

不

完
全
､

そ

れ

に

農
耕
法
に

彗
富
加

ふ

る

事
は

し

な
い

ぼ

か

り

で

な

く
､

田

釆
た

砂

糖
に

は

雑

警
混
ぜ

雷
ノ

す
る

か

ら
､

色
､

味
と

も
に

茎
滞
の

砂

糖
と

埠
比

較
に

な

ら

ぬ
｡

其
の

他
に

は

棉
花
も

南
部
方

面

(

特
に

崖
顆
遵

且

で

は

い

い

と

息

ふ

が
､

低
廉
な

労
働
力
が

望
畏
無
い

と
い

ふ

社
食
的
健
件
の

故

知
か

ら

事
業
珠

算
は

と

れ

申
と

思
ふ
｡

張
ひ

て

作
れ

ぼ
､

毒
酒
の

棉
花
岡

模

索
暗
し

く
生

産
費
の

高
い

棉
に

な

る

こ

と

請
△

苗
で

あ

る
｡

よ

つ

て

之

時
日

然
的

倣
件

は

よ

く
て

よ

く
出
奔
て

も

革
曾

的
條
件
の

方
か

ら

考
へ

､

党
づ

試
験
的

試
作
程
度
に

止

め

た

方
が

い

ゝ

と

息

ふ
｡

次
に

是
非
欲
し
い

の

は

笹
譲
で

あ

ら

う

が
､

之
は

前
に

も
述
べ

た

通

斗

英

零
点

爽
牛
島
と

望
日

然
的

條
件
の

方
に

於
い

て

大
い

に

不

利
な
ハ

ン

デ
ィ

キ

ャ

ッ

プ

が

あ

る
｡

そ

し

写
又

畔
曾

的
條
件
に

於
て

も
劣
つ

て

居
る
｡

然
し

彼
の

ア

ダ
ム
･

ス

ミ

ス

さ
へ

も
そ
の

名
著
｢

富

国
論
+

に

於

て
云
へ

る

如
く
に
､

国

防
は

経

済
よ

力

も

軍
要

(

冒
訂
口

歪
i

昌
○

芝
電
旨
ロ

=
F

芦
○

音
声

且
だ

か

ら
､

左
と
へ

生

産
費
は

高

く
て

も
国
防
上
の

見
地

か

ら

保
護
育
成
す

る

と

云

ふ

方
針
を

と

る

な

ら

ば
､

護

革
資
源

は

相
常
獲
得
出

奔
る

と

思
ふ

し
､

叉

そ
の

墓
も

挙
る

事
と

息

ふ
｡

従
て

之
は

国
防
と
い

ふ

経

済
外
の

問
題
が

主
と

な
つ

て

顧
慮
せ

ら

れ
､

経
済
は

従
と

な
つ

て

起
る

産
業

と

海

南

島

調

査

記

3 7
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碍

論

叢

第
五

春

草
一

統

云
へ

る
｡

現

在
の

所
で

簑
部
の

毒
､

西

叢
の

邪

大
方

面

が

慧
栽
培
の

最
も
盛
ん

農
で
､

植
付
樹

数

品
二

十
三

革
本
､

抹
液

可

能
の

も
の

十

釜
本

位
と

呈
推
定
で
､

琴
謀
の

蓋
霊
的
二

十
五

萬
封
歴
と

警
れ
て

居

る

が
､

固
よ

り
南

洋
方
面
と

琵
戟
に

な

ら

な
い
｡

唯
そ
の

清

爽
性

が

注
目
さ

れ
て

居
る
｡

(

詳
細

は

南
洋

嘩
骨

毒
支
部
聾

行
｢

海
南
島
+

三

五

九

⊥
ニ

六

六

差
招
)

次
は

椰
子
､

甘

藷
､

落
花
生
､

胡
麻
･､

黄
靡
､

苧
廊
､

蕗
麻
､

茶
､

劫
誹
､

バ

ナ

､

､

西
瓜
､

マ

ン

ゴ

ー
､

パ

イ

ナ
,

ブ

ル

等
其
の

他

各
種
の

も
の

が

出

雪
が
､

唯

慧
の

所
何

れ

も
産
額

笑
し

蛋
は

な
い
｡

詳
細
は

既
刊
の

調
査

嘉
に

警
｡

例
へ

ぼ

中
山

童
歌

授
林
摂
春
｢

海
南
島
の

農
産

食
糧
調
査
+

壷
滞
絶

督
府
外

琴
部

編
｢

南

軍
南

洋
+

昭

私
十

四

年
七

基
そ
の

薄

雪
｡

)

海

畢
油

筆
者
が

文

昌
よ

り

嘉
積

量
る

途

中
に

於
て
､

叢
の

便
甚

芸
く
､

殆
ん

ど

水

も

警
れ

ず
､

況
や

肥

料

き
荒
そ

用

ひ

ら

れ

歪
も
な

違
が

や
つ

と

生

え

て

居
る

に

過

ぎ
ぬ

程
痩
せ

た

緒
土
の

中
に

す

く
す

く
と

十
数
尺
の

高
さ

に

並

び

立
つ

て

恰
も

聾
諜

の

茸
の

如
き

青
い

茸
を

附
け
た

喬
木

警
見
た
｡

-

鰻
あ

れ
は

何
だ

ら

う
と

息
つ

て

側
の

兵

隊
さ

ん

に

尋

ね

宗
要

領

を

得

票
つ

た
｡

然
し

其
の

後
調
べ

た

析
に

よ

り
之

は

海
栄
樹
な
る

準
南

島
の

野
生

植
物

言
寄
が

判
明

L

た
｡

よ

つ

て

之
に

裁
て

少

し

述
べ

て

み

や
う
｡

港

栄
樹

笛
練
の

寄
木
で
､

春

完
が

警
､

秋
に

茸

晶
ぶ
｡

其
の

茸

品
抽
に

似
て

居
る

が
､

茸
の

中
に

仁
が
一

つ

雷
､

非
常

に

多
く
の

油
を

含
ん

で

居
る

の

で

毒
は

之
を

搾
つ

て

油
を

採
る
｡

搾

申
し

た

油
は

紫
煙
用

に

克
て

居
る

が

叉

滑

横
油
と

も
な

し

得
る

と
の

事
で

芝
｡

そ

し
て

又

此
の

油
を

分

解
し

て

ガ

ソ

リ
ン

と

燈
火

油
と

を
造

る

事
が

可

能
で

雪
が
､

唯
原
料
が

宗
に

豊

富
に

得
ら

れ

な
い

為
め

そ

れ

が

企

莞
し

だ
の

で

雪
が
､

施
肥

も
水

も
や

ら

サ
し
て

全

島
至
る

所
に

繁

華
し

て

居
る
の

は
､

想
ふ

に

海
南
島
の

土

壌
と

気
候
と

が

適
L

て

居
る

か

ら

苦
し

て
､

虞
某
省

要
撃
菓
試

墜
祈

年
刊
(

民

国
二

十

歪
十

二

島
版
)

濃
の

特
発
樹
に

大

き

な

期
待

を
持
つ

て

居
る
｡

そ

れ

が

果
し
て

尊

重
な

ら
､

梅
南
島
の

荒

野
は

海

業
を

以
て

覆
ふ

事
は

何
で

も

監
ら

う

が
ー

ど
う

も
眉
唾

8 8
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9
(

朽

▼

山

下

わ

も
の

1

様
に

息

は

れ

る
｡

倫
海
菜
梯

は

熱
帯
縫
物
で

挙
る

薦
め

印

度
等
の

熱
帯
地

に

は

廉
く
分

布
し
て

居
る
｡

海
南
島
で

は

塊
山
の

東
部
､

文

昌
､

壊

東
､

契
合
､

萬
寧
連
句
の

諸
原
に

最
も

多
い
｡

箆
麻
子

油

箆
麻
子

油
の

用

途

は

極
め
て

磨
く
､

胃
薬
用
､

エ

乗
用
､

特
に

飛
行

横
の

滑

機
放
と

し
て

監
…

く
て

は

な

ら

ぬ

も
の

で

あ

る

事
は

既
に

周
知
の

事
で

あ

る
｡

所
で

此
の

襲
麻
は
､

割
合
に

土

地
の

痩
せ

た

肥

料
も

充

分
で

な
い

所
に

よ

く
繁
茂
紫
櫨
す
る

の

で
､

虞

某
省
政

府
で

も
以
前
か

ら

之

が

試

作
を

行
つ

て

居
た

棟
で

あ

る

(

顔
東

省
建
設

際
工

業
試
験

所
年
刊
､

民

国
二

芸
年
十

二

月

由
阪

参
由
)

｡

そ

れ

に

よ
る

と
､

庄
原
附
近

の

山

や
丘

は

そ
の

好
適
地

ら

し
い
｡

そ
の

成
績
も
､

崖

願

の

種

六

領
一

〇

%

タ

イ

圃

の

程

六

三
･

六
八

%

と

な
つ

て

居
て

タ

イ

国
産
の

も
の

と

際
力
大
差

は

放
い
｡

故
に

今
や

国
防
上
の

必

菅
冒

空
ノ

て

居
る

箆
麻
を

此
の

附

空
荷
に

試
作
し

て

み
て
､

其
の

成
績
如
何
に

よ

つ

て

大
々

的
に

栽

培
す

る

事
は

極
め
て

意
養
あ

る

事
と

恩

ふ
｡

因
み

に

筆
者
の

崖
願
視
察
中
に

も

野
生

藷

麻
が

資
に

多
い

の

に

目

を

引
い

た

(

こ

畜
産
資
源

水

牛
､

黄
牛
､

豚
等
の

家
畜
類
及

び

家
鴨
､

薙
等
の

家

禽
類
が

か

な

カ
あ

る

が
､

大
抵

草
原

帝
及
び

山

野
に

放
牧

し
て

居
る
｡

家
畜
は

本
島

労
働
力
の

不

足
を

補
ふ

と

共
に
､

食
料

用
､

皮

革
用
と

し
て

か

な

り

重
要

な

翰

智
悶

で

あ

る
｡

例
へ

ぼ
一

九

三

七

年
度
に

於
て

牛
の

輸

聖
ハ
､

四

四

六

頭
(

債
格
二

四

萬
六
千

囲
)

､

豚

望
ハ

六
､

=
七

頭
(

債
格

三
八

萬
八
千

囲
､

)

牛
皮
は

四
三

六
､

五

〇
〇

記

(

債
格

海

南

島

調

査

記
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一

橋

論

策

第
五

春

草
一

袋

9 ｡

三

〇

高
二

千

国
)

等

堅
不

し

て

居
る
｡

(

本

島
の

絶

玲
出

額

は

∵
九
三

七

年

度
に

於

て

三

五

〇

萬

囲
)

本
島
は

潅
漑
治

水

事
業
の

進
捗
と

共
に

天

然
の

大
牧

場
と

し
て

も
充

分

そ
の

債
億
が

あ

里
そ

う

に

思

ふ

人

も
あ

る

が
､

熱

帯
の

多
雨

な

地

方
の

草
は

粗
剛
に

過
ぎ

て

ミ

ル

ク
､

バ

ク

ー
､

チ

ー

ズ

等
を

目

的
と

す

る

牧

畜
に

は

好
適
で

な
い

の

が

通

例
で

あ

る
｡

然
し

そ

れ

ら

を

目

的
と

左
い

水

牛
､

黄
牛
､

豚
等
は

大
い

に

有

望
で

あ

る
｡

然
し

そ

れ

よ

ゃ
も

も
つ

と

有
利
な

農
業
の

方
が

姦
に

行
は

れ

得
る

か

ら
､

牧

畜
は

専
ら

農
家
の

副

業
と

す

る

程
度
で

澤

山
で

あ

ら

う
｡

家
禽
顛
と

し

て

は

家
鴨
､

薙
が

相
常
に

あ

る
｡

(

(

)

林
産

資
藤

之

は

琴
念

乍
ら

琴
在
の

所
あ

ま

豊
仏

い
｡

賓
既
に

は

相

喜
富
に

存
す
る

如

く
並
べ

立

て

1

あ

る

が
､

千

古
不

斧
の

大
森
林
は

小
五

指

山

遽

卑
昌

伸
大

江

流
域
に

少

し

穣
る

の

み

で
､

然
も
之

は

1

流
の

感

恩

顧
境
の

虞
巴

附
近

よ

カ

下

嘩
数

里
の

間
は

地

下
か

轟
沈
し
て

居
る

葛
め

河

川

を

利

用

し
て

の

澱
出
国
難
に

よ

り

竣
つ

た

も
の

で

挙
る
｡

準
南

島
金

環
と

し
て

見
れ

ぼ

今
後
と

も
寧
ろ

梅

林

事
業
の

方

が

大
事

で

挙
る
｡

成
程
南
部
の

山

這
は

立

慧
禾

が

よ

く
繁
茂
し
て

居
る

が
､

何
れ

も
一

度
伐
採
し

或
は

焼
い

て

二

度
日
に

生

え

考
木
で

あ
る

と

葦
門
豪
は

筆
者
に

語
つ

牢
が
､

悪
所
雑
木
林
ぼ
か

り
で

飴

晶
待
旧

琴
そ
う

に

も
な
い
｡

家
具

類
等
級
工

用
の

硬
質
木
に

は

良
材

が

多
い

が
､

日

本
式
家

屋
建
築
用
と

な

る

如

き

も
の

は

少

な
い

と

云

ふ

事
で

あ

る
｡

(

林

種
其
の

他
の

詳
細

は

南
洋

協
愈

基
準
支

部
挙

行
｢

海
南

島

二
三

七

五

⊥
ニ

九
七

頁
及
び

墓

渾
組

督

麻

外
務

部
牽

行

｢

海
南
島
志
+

二

〇

二

-
二

二

玉

東
等

蓼

児
)

(

-
こ

水

産

資
源

琴
海

に
､

特
に

新

蓋
､

≠

萎

警
中
心

と
し

き
達

ヤ
に

晋
な

好
漁

場
が

あ

る
｡

然
し

漁

獲
法

幼
稚
で

水

揚
げ

高
は

大
し

挺
事
は

な

小
｡

そ

れ
で

も
虞
東
省
本
土
に

は

年
層
数
萬
囲
の

移
田
を

し

て

居
る
｡

9 0

軒
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9 1

碓

軒

重
美

塵
は

海

南
島
の

最
も

大
き

な

輸
移
出
ロ

m

で
､

特
に

南
部
海
岸
方
面
で

非
常
に

多
く
生

産
さ

れ
て
一

九

三

七

年
に

は
一

九

二

寓
七

千

捨
の

産
額
を

見
て

居

る
｡

此
の

大
部
分

は

大
陸
の

方
へ

移
出

(

一

九
三

七

年
の

故

移
出

顧
八

百
二

十
寓
固
に

封
し

歴
の

移
出
額
だ

け
で

三

百

三

十
萬
囲
を

占
め

て

居
る
)

さ

れ

る

が
､

是
を

以
て

直
ち
に

梅
南
島
は

襲
塵
の

好
適
地

な

少
と

速
断
す

る

人

が

多
い

け
れ
ど

も
､

そ

の

単
位
富
力

生

産
費
が

甚
だ

高
い

郵
を

考
へ

る

と

(

一

頃
約
二

十
固
)

､

此

の

度
業
は

殴
り

無

税
を

許
さ

な
い

の

で

あ

る
｡

殊
に

東
亜

全

慣

と

い

ふ

立

場
か

ら

考
へ

ら

れ

た

時
に

は

本
島
で

は

鈴
り

奨
励
さ

れ

ざ
る

産
業
と

な
る

か

も

知
れ

な
い

の

で

あ

る
｡

(

ホ
)

錬
慶
安
顔

之

は

ど

れ

位
何
が

あ

る

の

か
､

科
畢
的
な

賓
地

調
査
の

済
む

迄

は

分

ら
ぬ

で

あ

ら

う
｡

支
部
で

出
て

屠
る

各
種
の

調
査

書

類
に

は
､

各
種
の

鋳
物
が

相
雷
豊
富
に

存
す

る

様
に

書
い

て

あ

る

が
､

之
は

人

を
し

て

海
南
島
に

注

意
を

向
け

し

め
ん

と

す
る

政

治
的

意
囲
が

大
分

入
つ

て

居
る

棟
で

あ

る
｡

例
へ

ぼ

境
崖
茸
葉
月

長
発
赤
寛
の

前

記
海
南
島
英
支

鋳
造

借
款
計

劃
書
中
に

記
す
る

所
に

よ

る

と
､

全

島
の

鋳

産
豊
富
に

し

て

殊

に

銭
､

錫
､

銅
､

金
､

紛
等
の

鋳
物
は

埋

蔵
量
が

最
も

多
い

が
､

唯
交
通

不
便
の

故
を

以
て

徒
ら

に

地

に

棄
て

ら

れ
て

未
だ

開
蟄
せ

ら

れ

ざ
る

の

み
と

あ

る

も
是
は

例
の

宜
俸
式
書
方
で

常
に

な

ら

な
い
｡

石

米
､

石

油
の

重
要

然
料
資
源
は

尭

づ

無
い

様
で

あ

る
｡

油
母

頁
岩
も

期
待
は

出
爽
ぬ
｡

曜
現
在
の

所
錫
だ

け
が

茸
際
に

稼
行
さ

れ

相
常
に

有
望
祓
さ

れ

て

居
る
｡

稔
林
の

異
に

あ

る

田

猫
村

の

餓
鏡
は
､

石

原

産
業
の

手
で

今
開
蟄
さ

れ
つ

ゝ

あ

る

が
､

埋

蔵
量
百

五

十
寓
噸
で

は
､

之
は

馬
来
年
島
ヅ
ン

グ
ン

銭
山
の
一

年
か

二

年

の

採
掘
量
に

過

ぎ

ず
飴
り
に

僅
少
で

問
題
に

な

ら

な
い
｡

其
の

奥
に

も
つ

と

塁
呂

な

絨
山
の

あ

る

苺
を

希
望
す
る

次

第
で

あ

る

が
､

某
専

門
家
は

筆
者
に

語
つ

て

日

く
｢

自
分

は

未
だ

海

南
島
の

茸
地

調

査
を

や
ら

ぬ

か

ら

何
と

も

云
へ

ぬ

が
､

中
山

大
挙
か

ら

出
て

来
た

地

質
調

査

囲
だ

け
を

見
て

判
断
す

る

に
､

錫
を

除

き

此
の

地

質
で

は

鋳
物
方

面
は

餞
り

期
待
出
爽
な
い

所
で

あ

る
+

と
｡

然
し

民
国
二

十
四

年
度

海

南

島

調

査

記
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一

橋

静

章

節
五

巻

欝
】

故

9 2

壊
崖
硯
察
囲
の

調
査
し

た

鋳
物
調
査
報
告
を

見
れ

ぼ

相
雷
具
喋
的
に

詳
し
い

事
が

書
い

て

あ

る

か

ら

そ

れ

程
で

な
い

か

も
知
れ
ぬ
｡

詳
細
は

廣
克
省
建

設
廉
二

十
六

年
二

月
印
行

庶

東
金
省
鏡
固
一

覧
表

尋
常
緒
督
府
官
房
外
務
部

海
南
島
志

赤
手

氏

琴
二

二

五

-
二

三

二

買

南
洋

協
昏
葺
潜
支
岱

海
南
島

三

九
七

-
四
一

九

頁

等
を

参
照

せ

ら

れ

度
い
｡

(

へ

)

動
力
費
漁

火
力
資
顔
は

放
け
て

居
る

け
れ

ど

も
､

地

勢
の

閲
係
か

ら

水

力

安
蘇
が

南
部
の

山
地

に

相
首
里

富
に

あ

る

も
の

と

息
ふ
｡

海
南
島
の

水

力
賛
意
は

百

萬
キ

ロ

と

茸
に

気
易
く
云

ふ

人

が

あ

る

が
､

之
仕

二

倍
何
を

梗
準
に

し

て

そ

う
い

ふ

事
が

易
々

と

云
へ

る

の

か

ゞ

筆
者
に

は

不
明

で

あ

る
｡

現
在
の

所
で

は

先
づ

南
の

陵
水

渓
速
力
か

ら

小

規
模
に

若
手
さ

れ

る

ら

し
い

が

手
の

着
け
易
い

折
か

ら

ど

し

く
開
蟄
す

べ

き
で

あ

ら

う
｡

(

ト
)

努
力

資
源

生

産
力

蟄
展
の

推

進
力
と

し
て

最
も

大
き

な

役
割
を

括
ふ

も
の

は

労
働
力
で

あ

る

が
､

豊
富
低
廉
良
質
な

労
働
力
は
､

海
南
島
に

は

遺

憾
乍
ら

な
い
｡

由
来

廣
某
省
は

男
よ

力

も
女
が

よ

く
働
く
所
で

あ

る

が
､

洛
南
島
に

な
る

と

之
が
一

層
甚
し
い
｡

人
口

が

割
合
少
い

上
に

労
働
能
率
は

上
ら

な
い

の

だ

か

ら
､

之
は

本
島
産
業
振

興
上

必

ず
預

痛
の

種
と

な

カ
､

有
る

が

倭
の

放
任
状

態
で

は

産
業
蟄
展
の

テ

ン

ポ

を

遅
ら

せ

て

了

ふ

も
の

と

想
像
L

得
る
｡

従
て

こ

さ
に

は

特
殊

な

労
力

供
給
横
棒
を

考
へ

な

け
れ

ぼ
､

海
南
島
開
蟄
計
剥
け

二

大
障
害
に

遭
遇
す
る

で

あ

ら

う
｡

9 2
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叫

★

海
南
島
の

蕃
人
で

あ

る

黎
人

(

全

島
に

約
二

十
萬
と

稀
せ

ら
る
)

は

質
朴
着

軍

よ

く
労
苦
に

堪
え

て

働
く
の

で
､

本
島
の

産
業
田
蟄

に

は

之
を

利

用
せ

ね
ぼ

放

ら

ぬ

と
い

ふ

事
を

支
部
側
で

も
考
へ

て

居
た

様
だ

が
､

然
し

其
の

利
用
に

も
大
き

な

限

度
が

あ

ら

う
｡

大

災

害

海
南
島
に

は

腐
風
と

解
す

る

程
の

も
の

は
釆
な
い

が
､

然
し

そ

れ

で

も
相

雷
な

強
風
が

吹
く
の

で

農
作
物
を
そ

れ
か

ら

保
護
す

る

革

も

考
へ

ね

ぼ

な
ら

ぬ
｡

然
し

そ

れ

よ

力

も
水

災
､

早
魅
の

書
の

方
が

造
に

ひ

ど
い

か

ら

水

利
事

業
が

尭

決
問
題
で

あ

る
｡

然
し

何
と

何
つ

て

も
経

済
の

蟄
展
に

は

治
安
の

維
持
と

云

ふ

事
が

基

礎
を

な

す
か

ら

し
て

此
の

鮎
よ

斗

現

在
の

匪

頗
､

特
に

共
産
匪
の

如
き

は

徹
底
的

に

排
除

す

る

必

要

が

あ

る
｡

而
し

て

以
上
の

諸
災

害
は

何
れ

も
人

力
を

以
て

大
い

に

極
限

し

得
る

も
の

で

あ

る

か

ら
､

そ
の

進
捗
と

共
に

海

南
島
は

漸
次

そ
の

経

済
的

重
要

性

を
高
め
､

国

防
的
重
要
さ

と

共
に

新
興

壁
間

島
は

大
き

く
ク

ロ

ー

ズ

ア
ッ

プ

さ

れ
る

で

あ

ら

う
｡

七

結

語

以
上
の

他
に

未

空
父

通
､

港
湾
､

都
市
村
落
等
の

事
を

調
べ
､

衆
で

社
食
的
側
面
に

移
つ

て
､

経
済
組

織
や

土

地

制
度
､

人
口

関
係
等

等
其
の

他

多
く
の

事
を

調
査
し

研

究
し
l

斯
く
て

海
南
島
全

般
に

亙

る

あ

ら

ゆ
る

産
菓
蟄
展
に

閲
す
る

苦
行
性
あ

る

プ

ラ

ン

室
葺
ね

ぼ

な

ら

ぬ

が
､

其
の

準

備
計
劃
は

夫
々

の

専
門
的
知
識
及
び

技
術
あ

る

人
達
を

委

員
或
は

顧
問
と

し

た

現
地
の

常
置
横
閲
に

よ

つ

て

用

意
さ

れ

ね

ぼ

な

ら
ぬ
｡

そ

し

て

各
個
の

事

業
開
始
及

び

竣
功
の

概
略
の

時
日

に

放
て

も
示

七
れ

る

研
が

な

け
れ

ぼ

な

ら
ぬ

が
､

放
て

此
の

机
上

計
劃
を

苦
行
す
る

段
に

な

る

と
､

海
南
島
の

現
在
に
､

自
然
的

素
材
､

資
本
､

労
働
力
等
生

産
の

蟄
居
に

不
可

故
の

諸
要

素
が

大
分

放
け

海

南

島

調

査

記

9 3



J
ユ9

一

橋

論

叢

第
五

巻

第
一

観

て

居
る

葛
に

気
付
く
で

あ

ら

う

か

ら
､

此
の

鮮
に

於
て

海

南
島
閃
蟄
の

捨
首
者
は

非
常
な

苦
労
を

せ

ね

慣

な

ら

ぬ

だ

ら

う
｡

嘗
て

此
の

他

に

庶
せ

ら

れ

た

末
代
の

大
文

豪
蘇

東
披
は
､

｢

梅
南
の

地

は

荒
田

多
く
し

て
､

様

相
の

所
産

食
す

る

に

足
ら

ず
｡

薯
､

芋
､

雑
穀
を

以
て
､

粥
を

作
少
て
､

僅
に

之

を

食
す
+

と

嘆
じ

た
が
､

そ

れ

か

ら

今

日

に

至

る

迄
既
に

九

百

年
近

く
に

な

る

け
れ
ど

も
ー

此
の

状
態
か

ら

飴
り

進
歩
を

し
て

居
な
い
｡

だ

が

然
し

基
準
が

四

十
年
に

し
て

輝
し

き

賛
掩
と

な
つ

た
如

く
に
､

梅
南
島
も
ー

度
日

本
人
の

手

に

か

ゝ

る

と

全

く
見
違
へ

る

程
の

大
蟄
展
を

途

げ

る

で

あ

ら

う

事
に

疑
問
の

飴
地
は

な
い
｡

本
官
に

｢

二

十
年
に

し
て

茎

澤
を

追
越
す
+

位
の

島
に
.
な
つ

て

貰
ひ

皮
い

も
の

で

あ

る
｡

参

考
文

戯

海
南
島
に

困

す
る

参
考
交

野
甲

先
づ

第
一

に

指
を

屈

す
べ

き

は
､

陳

銘

枢
絶

纂

海
南
島

志

民

国
二

十

二

年
で

あ

る
｡

茎
渾
絶

督
官
房

外
務

部
萱

行

路
南
島
志

昭

和
十
一

年

(

初

版
)

昭

和
十

四

年

(

再

阪
)

は

上

記

原
本
の

井
手
辱

知
大

成
に

よ
る

謬
で

あ
る

が
､

之

に

は

各
願
別
の

詳
細

な

地

固
を

省
い

て

あ
る
｡

給
し

臨

時

情
報
部
か

ら
一

つ

に

ま

と

め

て

出

し

て

あ

る
｡

次
は
､

図
立

中

山

大

草

刊

行

現
員
農
業

概
況
調

査

報
償

民

国
二

十

六

年

基
準
絶

督
官

房

外
務

部
聾

行

雑
誌

｢

南
支

南
洋
+

昭

和
十

四

年
九

月

艶
以

下
に

五
つ

て

陳

新
座
氏
の

讃

が

あ
る
｡

中

国
襲

行
の

雑
誌

と

し
て

は
､

国
立

中

山

大

挙

竣
昆

農
業
研

究

食
草

行

壌
藍

月
刊

が

あ

る
｡

次
に

主

要

参

考

文

献
を

列
挙
す
る

と
､

南
洋

協
骨
壷

碑
文

部

落
南
島

昭

和
十

四

年

9 4
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r

ひ9

一

一ヽ
q
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.
汚
･

J

▲

財

国
法

人

貿

易
奨
励
食

管

易

乗
除
資
料
第
二

十

三

韓

海
南
島
の

研

究

昭

和
十

四

年

南
支

調

査

骨

海
南
島

読
本

昭

和
十

四

年

壷

滞
絶
督
府
臨

時

南
支

調

査
局

海
南
島

調

査

書

義
輝
絶

督
官
房

調

査
課

墓
碑
組

督
官
房

外
務

部

南
方

文

化

腱
済
研

究

骨

董

渾
絶

督

官
房

外
務

部

海
南
島

奥
地

版

行
報
告

(

デ

ィ

ー

ル

氏
の

晋
)

昭

和
九

年

｢

漬
菜

省
概
説
+

中
の

｢

海
南

島
+

の

項

昭

和
十

三

年

度
門
､

襲
来
､

海
南
島

昭

和
十

四

年

海
南
島
の

農
産

食
糧
調

査

(

中

山

大

畢

教
授

林
損
春

氏
筆
の

撃
雑
誌

｢

南
支

南
洋
+

昭

和
十

四

年
七

月
統

臍
東

省
建
設

鮭

臍
東

仝

省
鎖

囁
一

覧
表

民

国
二

十

六

年

稲

原
八

郎
氏

準

熱

帯
の

鰹
鹸

上

よ

り

見

た

る

海
南
島

南
支
調

査

曾
挙

行

｢

南
華
+

昭

和
十

四

年
八

月
兢

-
十
一

月
兢

茎
拓
公

司

梅
南
島

主

要

統
計

昭

和
十

四

年

義

輝
拓
殖

株

式

食
紅

海
南
島

産
菓

分
布
固

昭

和

十

四

年

喝
細

な

地

固
と
し

て

は

支

部

倒
で

作

製
せ

る

五

萬

分
の

一

の

地

固

が

あ

る
｡

海

南

島

調

査

記




